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1. はじめに 

	バリアフリー化の更なる推進のため,	2016 年 4

月に障害者差別解消方が施行されたが,	物理的

な対応はコスト面から考えて容易ではない.	一

方,障がい者が,	気軽に周囲に支援をしづらいと

感じている場合もあり[2][3],	また,	周囲もそ

れに気づくことが難しい.		

	本研究では,	戸口ノックシステムを利用し,	こ

のようなバリアフリー化の課題に取り組む.	今

回の実装では,	昨年戸口ノックシステムを改め

て実装したもの[4]に,	訪問者が被支援者であり

住人が支援者である場合のアウェアネス機能を

拡充した.	また,	障がい学生支援組織の関係者

と意見交換を行い,	新たな視点を取り入れた戸

口ノックシステムのモデルを構築したので,	報

告する.	

		本稿の構成は次の通りである.	次節で,	元にな

った先行研究について述べ,	第 3 節ではシステ

ムのモデルについて説明をする.	第 4 節で設計

と実装,	第 5 節では運用実験と評価について報

告し,	第 6 節では結論を述べる.	

2. 先行研究 

		戸口ノックシステムは,	ドアをノックする行動

とドアの窓に映し出される影を擬似的に表現し

てアウェアネスを実現したシステムである[5].				

	先行研究となるシステムは 3 種類存在する.	具

体的には,	中に人がいない場合に伝言板にメッ

セージを残すことができる戸口伝言板[6],	戸の

下から秘密のメモを差し込んだコミュニケーシ

ョンができる戸下通信[7],	部屋を訪ねて戸をノ

ックする戸口ノックシステム[5]がある.	その中

で昨年改めて実装し,	今回更なる機能拡充を行

ったものが戸口ノックシステム[5]である. 
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3. 戸口ノックシステムのモデル 

	戸口ノックシステムのモデルは，戸(door)，被	

支援者である訪問者(visiter),	支援者である部

屋の住人(owner)で構成される.		

	支援者である部屋の住人には,「特定の住人」

と「その他の住人」の 2 種類が存在する.	「特

定の住人」には障がい学生対応の関係者等が含

まれる.	「その他の住人」は一般の学生など,	

誰でも気軽に支援者になることができるよう設

定した.		

	部屋の住人と訪問者はお互いの存在を影で確認

したり,	ノック音を伝え合い,	チャットによる

会話をすることが可能である.	

	ここでは,	昨年の戸口ノックシステム旧モデル

と,	障がい学生支援組織の関係者と意見交換を

行い考案された新モデルとの比較を行う.	

	戸口ノックステムの旧モデルを図 1 に新モデル

を図 2 に示す.	旧モデルでは,	支援を求める

「一人の被支援者」のもとに,	支援のため「複

数の訪問者」が訪ねてくる.	一方,	新モデルで

は,	支援を求める「複数の被支援者」が,「訪問

者」の立場に変わり,	かつ「支援者」が対応で

きる「被支援者」の人数を一人から複数人に変

更した.	これは,	障がい学生支援組織の関係者

と意見交換を行い,「支援者」の視点から,「部

屋の住人」として部屋で支援を求める「被支援

者」を待ち,	対応できる者が対応するというモ

デルのほうが,	より好ましいという意見を踏ま

えた変更である. 

	
図	1	戸口ノックシステム	旧モデル	

Figure 1  The old model of the On-door 
communication system. 
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図	2	戸口ノックシステム	新モデル	
Figure 2 The new model of the On-door 

communication system. 
4. 設計と実装 

	戸口ノックシステムは Web ページに設置する.	

サーバは戸口の通信機能,	クライアントは訪問

者と住人の機能を持つ.	実装は JavaScript で行

った.		

	サーバは Node.js(JavaScript),	クライアント

は HTML5 により実装した.	また,	インターネッ

ト上で公開するにあたり,	PaaS の一つである

Heroku を用いている.	特定の住人の情報やチャ

ットログ管理のデータベースには,	Heroku の

MySQL	データベースサービスである ClearDB を

利用した.	通信には WebSocket を用いている.	

住人,	訪問者共に Web ブラウザのみで,	クライ

アント環境問わず利用することができる.	

	今回は新たに訪問者のための部屋の住人のアウ

ェアネス機能の拡充,	特定の住人(登録ユーザ)

の新規登録,	ログイン機能および特定の住人(登

録ユーザ)のログ閲覧機能の実装を行った.	それ

ぞれの機能の実装には,	ClearDB を用いている.	

5. 運用実験と評価	

	システムの今後の運用方針や新たな機能につい

て考えるため,	障がい学生支援組織の関係者 1

名に実際に本システムを利用して頂き,評価を頂

いた.		

	実験内容としては,	まず「特定の住人(登録ユ

ーザ)」の新規登録およびログイン機能を試して

頂き,	更に訪問者としてもログインしてもらい,

訪問者のための住人のアウェアネス機能を利用

してもらった.	

	「特定の住人」はセキュリティ面から,	あらか

じめ決められたパスワードを使ってログインす

る方が好ましいという意見や,	同じ名前が重複

しないようログインの条件を調整すべきという

意見を頂いた.	また,	利便性向上のため,Cookie

機能を導入し,	ログイン時に入力内容を保存で

きると更に好ましいという意見も頂いた.		

	今後はこれらの意見を参考に,	主にセキュリテ

ィ面を意識した機能拡充を行っていきたい.	ま

た,障がい者の協力を得た運用も計画している.	

6. おわりに	

	先行研究の 1 つである戸口伝言板[6]では,	通

りすがりの誰もが,	ネットワーク上における戸

を介し,	伝言板で気軽にメッセージのやり取り

を行うことができる.	戸口ノックシステム[5]は

その特徴を取り入れ,	ノック音や影により,	更

にアウェアネスを向上させたシステムである.		

	本研究では情報通信技術を用いて,	改めて戸口

ノックシステム[5]の実装や,	障がい学生対応の

関係者と協働のモデル再構築及び新たな機能拡

充を行った.		

	今回,	評価実験は支援者に向けて行ったが,今

後は,	支援を必要とする人々に向けて運用して

いき,	有用性の検討や更なる機能拡充を行って

いきたい.	

	施設のバリアフリー化が充分に達成されていな

い状況下においてアクセシビリティを確保する

ため,	人的資源を上手に活用する手段として,	

戸口ノックシステムは有効に作用するのではな

いだろうか.	また,	本研究では施設のバリアフ

リー化も重要だが,	支援を依頼しやすい環境づ

くりも必要だと考える.	気づいたら手を差し出

すような人が増えることで,	より快適な生活環

境を提供できると考える.	日々生活の中で障が

い者と周りの人の間で,	気軽に支援を頼んだり,	

頼まれたりできる環境づくりを目指したい．	
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